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平成 28年度 第１回甲斐市都市計画審議会の記録 

１.都市計画審議会の概要                              

日時：平成 28年 12月 1日（木）午後 1時 30分～3時 30分 

会場：竜王庁舎本館 3階 大会議室 

 

□次 第 

 

１．開会 

２．委員紹介 

３．会長あいさつ 

４．案件 

（１）社会資本整備総合交付金（敷島中心 

   拠点地区都市再生整備計画事業）等 

   の事後評価について 

５．その他 

６．閉会 

 

 

 

 

 

□出席者（○は出席） ＊敬称略 

１号委員 

○山口 雅典  ○雨宮 正英  ○大山 勲  ・大沢 博光  

・上條 幹人  ○中村 己喜雄 ○野口 賢司 

 

２号委員 

・藤原 正夫  ○金丸 寛   ○三浦 進吾 

 

３号委員 

○丹澤 彦一（代 平山照仁）  ・三井 兵部  

○田中 陽子  ・赤澤 政子  ○長坂 美津子 

 

◆事務局 

○建設産業部 部長 三井 敏夫 

○都市計画課 都市計画課長 輿石 春樹 

○都市計画課 まちづくり推進係 箭本  太 

○都市計画課 まちづくり推進係 志田さか江 

○都市計画課 まちづくり推進係 小林 智哉 

 
 

 

 

 

 

□配布資料 
 

１．次第及び都市計画審議会委員名

簿 

２．都市再生整備計画事後評価につ

いて 

３．都市再生整備計画事後評価シー

ト（原案） 

４．社会資本総合整備計画事後評価

書（原案） 
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２.発言要旨                           

１．開会 

 

 ２. 委員紹介 

 

    ●新しい委員の紹介をおこなった。 

 

３．会長あいさつ 

 

 

４．案件 

  社会資本整備総合交付金（敷島中心拠点地区都市再生整備計画事業）等の事後評価について 

 

（説明：事務局）  

・敷島中心拠点地区の都市再生整備計画事業については、平成 24年度から敷島保育園、松島

保育園などの整備を実施してきた。 

・平成 27年度途中において、松島保育園の整備手法を「民設・民営」に変更したことにより、

敷島中心拠点地区での全事業が平成 25年度末をもって完了した形となった。 

     ・整備計画の変更について、国、県との協議を行ってきたが、先般変更協議が整ったことか 

      ら、完了している事業の事後評価を行うものである。 

     ・既に事業の執行課に評価内容の確認をしてもらい、10月に事後評価シートの原案をホーム 

ページにて公表し、意見募集を行ったが、意見の提出はなかった。 

     ・本日は、事業概要並びに事後評価シートの内容をご説明し、その後、現地視察をしていた 

      だく。 

     ・次回の審議会において、委員の皆さまから評価シートの内容についてご意見をいただき、 

      事後評価シートを完成させた後、国へ報告をする。 

          

  ○配布資料及びプロジェクターにより社会資本整備総合交付金（敷島中心拠点地区都市再生 

整備計画事業）等の事後評価について説明。 

   ・都市再生整備計画事業について説明をおこなった。  

   ・都市再生整備計画事後評価シートについて説明をおこなった。 

   ・都市再生整備計画事後評価書について説明をおこなった。 

 

   （委員） 

      ・ファミリー・サポート・センターについて詳しく聞きたい。 

      

（事務局） 

・子育てひろばについては、3歳未満の乳幼児と保護者が自由に遊びながら、交流・情報交

換ができる場である。 
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・各種親子教室を開催している。 

・電話などによる子育て相談もおこなっている。 

・ファミリー・サポート・センターは、保護者の外出や子どもの習い事の送迎などの預かり 

 をする。 

      ・子育て世帯の援助をするところ。 

 

（委員） 

・都市再生整備計画で敷島地区をしたということだが、敷島には過疎の限界集落のようなと

ころもあるが、そういった地域の集団移転などの再生整備計画をする分野はあるのか。 

 

（事務局） 

・都市再生整備計画は、基本的に都市計画区域内が対象となる。 

・敷島地区北部の都市計画区域外のところは、整備計画の施策がない。 

 

（委員） 

・将来的に敷島地区の北部について、別の審議会での検討や市で計画する考えはあるか。 

 

（事務局） 

・今回の都市再生整備計画は都市計画区域内の事業である。 

・国では人口減少にともない、コンパクトシティーという、駅や公共施設周辺に人を集約し 

た計画をすすめるよう指導をしている。 

  ・平成 30年くらいになるが、市でも立地適正化計画というコンパクトシティーに向けて、 

都市計画区域内ばかりでなく、将来的には市街地へ人口を集約するような計画を策定する

準備を進めている。 

 

（委員） 

・ファミリー・サポート・センター、子育てひろばの利用者に電話相談は含まれているか。 

 

   （事務局） 

      ・電話相談は含まれていない。 

      ・ひろばの利用数、親子教室の参加数、ファミリー・サポート・センターの講習会参加数、 

預かりの利用実績を集計している。 

 

（会長） 

・ほかに質問等なければ、このあと、現地視察もあるので、現地を見ていただく中で、質問

等していただきたい。 
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（事務局） 

     ・今日は概略的な説明をした。 

     ・資料の数字等については、次回の審議会までにご精査いただき、ご意見やご指摘があれば

事務局にご連絡いただきたい。 

 

５．その他 

（事務局） 

・次回の審議会を、平成 29年１月 13日（金）に予定している。 

 

６．閉会 

●敷島保育園、子育てひろば視察後解散 


